






要約 

新生児期の腸管からのビタミン K の吸収は成人に比し劣ることが知られ,このことは新生

児乳児期のビタミンK欠乏の発症要因としても重要である。早期新生児期は,出生を契機と

して,循環動態など dynamic な変動を示す時期であり,今回早期新生児期の,日齢に伴うビ

タミン K 吸収能の変化について検討した。ケーツーシロップ 1m1 経口投与し,3 時間後の

MK-4 血中濃度は,生当日の投与において著しく不良で,日齢と共に上昇し,生後 1,2 日目の

投与では,生当日の約 2倍,生後 3,5 日目の投与では,生当日の約 3倍の血中濃度を示した。

投与後の嘔吐のためにプロトコールから除外した症例も生当日の投与例に多く,ビタミン

K 欠乏性出血症の予防投与の第一日目を,数回の哺乳により,その確立したことを確めた後

とした当研究班の指針は,ビタミン Kの吸収という点から見ても,reasonable である。 


